
私と日本語 

 私にとって日本語とは、一言で言えば情熱です。これから、私が日本語に興味を持ったき

っかけと、私にとって日本語がどのようなものか書きます。 

私が日本について興味を持つきっかけとなった１つは合気道です。もともと武道に興味が

あり、１１歳の頃から家の近所にあった合気道の道場に通い始めました。また、「ナルト」

という忍者をテーマにしたバトルアクションアニメも日本に興味を持ったきっかけの１つで

した。そのアニメの登場人物の使う攻撃技の名前に日本の神話に出てくる神の名前から取ら

れたものがあります。その言葉の意味を調べているうちに、日本の神話に興味を持ったので

す。これらのきっかけから、もっと日本のことを知りたいと思うようになりました。その後、

歴史にも興味を持つようになり、その中でも特に伊達政宗に興味を持ちました。 

３年前の２０歳のとき、偶然フェイスブックで日本のテレビ番組の情報を見つけました。

それは、日本に興味のある外国人を東京のテレビ番組が日本へ招待するというものでした。

まずは選考があり、それぞれ日本の何に興味があるか、どうして日本に行きたいかをアピー

ルし、審査員がその中から数名を日本に招待するのです。私はその番組の選考で、戦国武

将・伊達政宗について話しました。そして見事その選考に選ばれ、日本行きのチケットを手

に入れることができました。その時の思い出で、一番心残りなことは日本語が話せなかった

ことです。３年前の私は、まだ日本語を全く話せず、日本に行ったときもずっと英語で話し

ていました。日本にいる間、番組のスタッフの人たちとは通訳の人を通して会話していまし

た。とはいえ、初めて訪れた日本は素晴らしく、もっと日本のことが好きになりました。そ

の時から、私はもっと日本について勉強して、日本語を話せるようになりたいと思いました。 

この経験から、大学の専攻に日本語を選びました。初めは、日本語学科で日本の歴史や文

化について学びたいと思っていました。ですが、大学の授業を受けているうちに、日本語の

言語学についてより興味を持ちました。言語学は私にとってとても興味深いものです。この

ことについて学びだしてから、私の日本語は上達したと思います。言語学は時にはとても難

しく、嫌いになりかけたことも何度もありますが、それでも学べば学ぶほど言語学の深さや

魅力を感じるのです。私の将来の夢は、日本の大学で言語学者として働くことです。今の私

の人生において日本語はとても重要なものです。ですから、日本語はまさに私の情熱だと言

えると思います。 

 


